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この報告書は、2008年１月６囗からｎ 囗にかけてパラオ共和国ドルフィンズ・パシフィックで

行われた帝塚山大学大学院人文科学研究科臨床社会心理学専攻臨床心理学専修の海外実習に関す

るものである。この実習は、当専修における臨床心理実習の一環として企画された。帝塚山大学

では心理福祉学部が開設された当初より、学部における特色ある授業科目としてアドベンチャー

カウンセリング(Fletcher  &  Hinkle, 2002 ； Schoel, Prouty, &  Radcli凪1989) が開講され、

その成果が報告されている（小西、2005，2006，2007 ； 松岡・小西、2006 ）。また、それに関連

したイルカを中心とする動物介在活動についても実績があげられている（宮川、2005, 2006) 。

大学院臨床心理学専修においても体験活動が重視され、修士論文のテーマとして発達障害児への

イルカ介在活動の有効性を示唆する研究も報告されている（植田・宮川、2007 ）。このように、

本学の大学院教育では単に臨床心理学に関する専門的な知識・技能を身につけさせることのみな

らず、幅広いさまざまな体験を通して実際に地域社会で役に立つ実践的な臨床家を養成すること

が重視されているといえる。

このような経緯をふまえて、帝塚山大学では学部と大学院を含めて安定的に動物介在活動や自

然体験活動を行うことが可能となるように、パラオ共和国ＮＰＯ法人Dolphins Pacific との開で

匚イルカ介在活動に関する協定書」が交わされている（2007年９月23 囗締結）。今回のパラオ実習

は大学院生を対象とする初めての試みであり、その成果の如何が問われているものである。以下

に報告するように、今回の実習を通して学生たちは大学の中では味わうことのできない多くの体

験をし、自然と触れ合うことの大切さや動物と接することの意義を肌で感じていることが分かる。

その意義はきわめて大きいといえよう。

パラ オの概要

パラオ共和国はミクロネシアに属し、日本から真南へ約3000km 下ったところに位置する人口

約２万人の島嶼国である。その大部分は珊瑚礁によって形成されている。第一次世界大戦から第

二次世界大戦にかけては日本による占領・統治下に置かれていた国であり、日本との関係は深い

(森岡、2006)。第二次大戦後はアメリカを施政権者とする国連信託統治領となり、1994年に自由

連合国として独立した( パラオ政府観光局ホームページ、2008 ； 地球の歩き方、2007)。
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実習 の概 要

参加者：教員 ４名（奥村玲香、神澤創、玉瀬耕治、宮川治樹）、大学院生９名（小畑周介、奥

野朝子、大宅洋行、川口智子、河越隼人、澤田幸嗣、塩野由乃、田中和美、牧野祥子）

の合計13名。

実習の企画・進行とドルフィンズ・パシフィックとの連絡調整は宮川治樹チーフディレクター

によって行われた。また、奥村玲香は通訳と全般にわたる庶務・会計を担当した。

日程は次のとおりであった。

１月６日（日）

関西国際空港（20時10分発）よりパラオ国際空港（ Ｏ時15分着）ヘ

マラカルビーチサイドホテル泊（ 卵自）

１月７日（月）

①ベラウ国立病院見学　 ②元副大統領との懇談会・昼食会　③刑務所ギフトショップ見学

④パラオ・コミュニティカレッジ視察　⑤ベラウ国立博物館見学　⑥夕食会

１月８日（木）

ドルフィンズ・パシフィックにて研修

①ドルフィン・クローズエンカウンター　②ドルフィン・シンフォニー

タ食会

１月９日（水）

オーシャン・カヤック・ツアー

①ジャパニーズ・ケープ（ゼロ戦） ②ストーンマネー　③シュノーケリング

タ食会

１月10日（木）

ドルフィンズ・パシフィックによる特別企画ツアー

①ミルキーウェイ　②ロングビーチ　③オモカン島の南側　④ジェリーフィッシュ・レイク

⑤シュノーケリング

ショッピング（ＷＣＴＣショッピングセンター）、夕食会

１月11日（金）

パラオ国際空港 Ｏ 時50 分発）より関西国際空港 ∩ 時40分着）へ

研修 の成果 につ いて

巾　元副大統領の熱い思い

初日のスケジュールはベラウ国立病院の見学から始まった（ベラウはパラオの現地名）。各科

外来の様子を見学し、リハビリテーション科や精神科で話を聞いた。その後、ベンドハウスホテ

ルの一室で元副大統領サントラ・ペイラントッジ女史（写真前列左端）の歓迎を受けた。女史は

あらかじめ原稿を用意され、パラオの国情（財政）、保健衛生、教育事情、自然保護と観光産業、

国の将来への思いなどについて、力を込めて話された。とりわけ女史はミクロネシアチャレンジ
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について触れ、2020 年 までに少なく

とも国の30％の近海資源と20％の森

林資源を効果的に保護することになっ

ている(2006 年 ３月、 ５力国が調印)

と話された。 その後現地料理の昼食

をいただき、 さらに女史の講演は続

いた。最後に参加者一人ひとりと意

見を交わされ、質問にも答えていた

だいた。 パラオの子どもたちの将来

を思う気持ちから感きわまって涙を

浮かべられる場面もあり、 その熱い

思いはわれわれを強く感動させるも

のであった。　この講演については翌

日 現地の新 聞に大 きく報道 さ れた

(写真)。 その後、 コロール刑務所の

ギフト ショップを見学し、 さらにコ
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ミュニティカレッジを視察して第一日目の行程を終えた。

（2） ドルフィンズ・パシフィックでの成果
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第二日目はドルフィンズ・パシフィックでの研

修であった。パラオ政府が認可するイルカの研究

施 設 で あ る ド ル フ ィ ン ズ・ パ シフ ィ ッ ク

（2001年開設） は世界最大規模のものであり、コ

ロール島に隣接する小島の一角に設けられている。

ここでは８頭のイルカが２頭ずつごく自然な形で

飼育されている。　トレーナーはイルカの生態を研

究し、無理のない形でさまざまな行動を学習させ

ている。その原理は心理学の行動理論に基づくものであり(Fuji  &  Watson,  2006)、われわれ

は訓練の方法を具体的な実例（クリッカーゲーム）

で学ぶことができた。この方法は障害児の指導に

適用されているものと原理的には同じであり、学

生達にとってもなじみやすいものであった。われ

われはイルカと触れ合い、わずかなサインでイル

カに指示を出し（ジャンプ、ダンス、挨拶など）、

イルカと遊ぶことができた。イルカが食べる４種

類の小魚の管理には細心の注意が払われており。
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毎日の飼育はかなりハードな作業であることが理解できた。

（3） 自然との触れ合い

パラオは珊瑚礁に囲まれた小さな島国である。

この国には586の島かおり、そのうちのわずか９

島だけに人が住んでいると言われている。 さら

にこのうちの４島だけが火山島であり、残りの

島々は石灰岩でできている。石灰岩島はどの島

も海面近くの岩が侵食され、 きのこ型になって

いる。第三日目はオーシャン・カヤック・ツアー

に参加し、 もっぱら自然との触れ合いを楽しん

だ。　２人ずつ組んでカヤックをこぎながら、自然保護や環境問題に詳しい専門家のガイドによっ

て、植物のこと、鳥のこと、海に沈んだ戦闘機のこと、めすらしいストーンマネーのことなどを

教えられた。シュノーケルをつけて海に入り、めずらしい珊瑚や美しい熱帯魚をながめながら、

自然の美しさに凵ずし時を忘れた。

第四日目は、ドルフィンズ・パシフィックの特別企画によるツアーであった。副所長のキャロ

ル・ンギライディスさんとスタッフの根津美保さんに同行していただき、高速ボートで遠方まで

出かけた。　ミルキーウェイ、ロングビーチ、ジェリーフィッシュ・レイクなどのめすらしい場所

に案内され、誰もが子どもに帰り我を忘れて楽しんだ。

（4） 学生同士、教員同士、現地スタッフ・学生・教員の交流の深まり

この研修を意義づけているものは数々あるが、大きな成果の一つは日常の触れ合いでは体験で

きないようなチーム全体の一体感が得られたことではないだろうか。毎日の終わりにいろんなレ

ストランヘタ食に出かけ、学生同士、教員同士、学生と教員、そして時には現地スタッフも交え

て食事を楽しみながらその日の出来事やとりとめのない雑談をかかし、笑うことによって、日常

では得がたい時間を共有できたことである。この体験はきわめて有意義で貴重なものであった。

（5） 冒険的な新しい体験をしたことの意義

今回のツアーではそれほど危険な要素はなかったが、それでもワイルドな体験という意味では

申し分のないものであった。それは、木の茂った岩山の中に分け入ったり、降りしきる雨の中を

高速ボートでずぶぬれになりながら走ったり、カヤックを操ったり、美しい珊瑚の間を悠然と泳

ぐ魚たちをシュノーケルでながめたりしたことである。とりわけ奇妙な体験は、ジェリーフィッ

シュレイクでのくらげの大群とのたわむれであろうか。

（6） 異なる国の歴史と文化への興味と関心

われわれ一行のほとんどにとって、パラオを訪れたのは初めてのことである。また、ミクロネ
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シアという海洋国家がどういう歴史と文化をもっているのかについてもほとんど無知であった。

今回の実習は、他国の歴史と文化を学ぶ絶好のチャンスとなった。元副大統領の講演は、その意

味でかなり役立つものであった。われわれ教員が最後の夜にお会いした磯川禮子氏は、戦争中の

日本軍の現地での様子を詳細に語ることのできるきわめて希な方である（磯川、2005）。国際協

力機構（JICA ）のホームページを開いてみると、多 くの日本人がパラオの発展にかかわってき

ており、われわれを案内してくれた人たちの中にも大勢その関係者が含まれていたことが分かる。

このような交流を続ける際には、パラオというひとつの国にとどまらずミクロネシア、メラネシ

ア、ポリネシアなどのより広い環太平洋の国々に目を向けて、異質な文化から多くのことを学ぶ

必要かおるだろう（国立民族博物館、2007 ； 内田、2007）。

参加学生 による感 想

帰国の際に参加学生には、実習についての感想を求めるレポートを課した。提出されたレポー

囗まかなりの分量であり、ここにすべてを掲載することはできないが、それらの一部を抜粋して、

以下に紹介する。

１）小畑周介君のレポートより

新鮮だったパラオ実習　今回のパラオ実習は私にとって、２つの点てとても新鮮なものとなっ

た。まず、パラオのような南の島に出かけるのが今回初めてだったこと。海で泳いだ体験も多く

はなかったので、透き通る青い海を見ているだけでとても気分が明るくなった。それから同期の

仲間達と５日間生活をともにするということ。海外に仲間と出かけることがあまりなかったので、

院生９名と先生方で行く今回のツアーは賑やかで楽しいものとなった。特に大勢での夕食は楽し

い時間だった。

イルカの弁当箱　イルカが食べるのはサバ、シシャモ、イワシ、ニシンの４種類。クーラーボッ

クスにそれぞれ決められた量の魚を詰めていく。イルカ達はデリケートで病気になりやすいので、

悪い魚を選別しながら緇菌が入らないように手際よく作業をしなければならない。食欲旺盛なイ

ルカ達は毎日12kg 以上も食べる。一日欠かさずやらないといけない大変な作業だ。

イルカの目　やっぱりイルカは魚とは全然違う。泳ぎながら横目でこちらを見るあの目が違う。

水の中にいるのだから当然だが、うるんだような優しい目がなんかしゃべりかけてきそうな感じ。

好奇心旺盛でサービス精神旺盛にも見える。ジャンプの後にす～つと水面を泳ぎながら 匚ウケだ、

ウケだ」つて思っている感じ。やっぱりあの目はなにかを話しかけ、なにかを考えていると思う。

クリッカーゲーム　イルカにどうやってジャンプなどの技を教えるのか？それを人間でやって

みるのがクリッカーゲーム。音を手がかりにしながら、なにがいい動作でなにが違うのか探って

いく。確かに忘年会に上司に土下座させたりするにはちょうどいい。他にどんな場面で応用でき

るか、いろいろ考えてみるのも面白い。

イルカの背びれにつかまって　イルカのプールに入り、大接近。触った感触はやはり巨大なす

び。人の間をすり抜けるようにゆっくり泳ぐイルカ達。デモンストレーションで見せてくれた泳
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ぎはやはり高速。特にジャンプの時に深いところから水面に向かって泳ぐ様は迫力満点だった。

最後にイルカの背びれに掴まって引っ張ってもらう体験には雨の中にも関わらず、メンバーみん

なが大興奮。

２）奥野朝子さんのレポートより

教育プログラム　アメリカが主導で行っている３年のプログラムであり、2008年８月に終了予

定。人が集まる公立の病院で行われており、対象はｏ～８歳程度。概要を説明してくれた日本人

の中川さんがプログラムスタッフの一人として、参加されている。現地では教育への関心が低い

ため、2007年１月より啓発活動のため、各島を回り、行っている。プログラムのスタッフは、本

業と兼任で行っているため、病院が中心となり行っている。

就学状況　小学校へは多くが入学するが、小１・小２頃に中退する者も多い。勉強ができても、

就職の保証がないため、保護者も漁や畑仕事ができる方がよいと考えている。学校は8 ～14時で、

給食の提供かおる。日本人教師も多くいる。学校では、教科書も英語が使用される。子ども達は、

就学前まではパラオ語を聞いて育つ。しかし、近年、英語の番組がテレビで放送されるため、就

学前から、英語に触れている。（テレビは、あまり番組は充実していない。）

教育機関　公立の高校、大学は１校ずつある。しかし、専門性の高い資格制度がないため、フィ

ジーなど他国へさらに進学するものも多い。（特に医療関係）

出生・死亡　 出産は病院で行うが、その後すぐに退院する。（出生は年間約220人）死亡は年間

170人。基本、土葬で行う（信仰は、キリスト教が多いため）。病院の霊安室に死亡後３～４週間

保管した後、葬儀が行われる。霊安室では、家族の方が、別れを言うために訪れていた。霊安室

の使用は、１日当たり80ドルかかる。

医療関係　①精神科病棟　行動変容を主に行っている。パラオの自殺は若年層が多く、理由は

習慣による枠に対する苦しみや就職困難など。 ｎ・12月は自殺率が高くなる。病棟はペット数全

９床（男性３床、女性３床、その他３床）。 18～80歳が入院。統合失調症の発症率は日本の３倍。

治療は、主に薬物療法(SSRI などジェネリック薬品）、電気によるもの。 ＡＤＨＤの治療もこの

病棟で行う。

②ｏＴプログラム　容態が良くなると、 クリーニングやカービング（木彫り）などのプログラム

が週３回（月・火・金）行われる。

３）大宅洋行君のレポートより

イルカ教育施設　 私はイルカ介在療法については何となく知識としてあったのですが、実際に

イルカをこれ程までに近くで見つめ・触れ合ったことは初めてでしたので、どれもが新鮮な体験

でした。

イルカと共に泳ぎ軽く手を出すとそこにイルカが来てくれるという体験をさせてもらったとき、

始め私は正直少し㈲いなーと思いました。　しかし、こちらが怖いと感じているとイルカは近寄っ

て来ず、緊張して手を伸ばしていてもイルカは来てくれず、少しずつ自分からイルカに近寄って
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自分がイルカに慣れてきてから手を伸ばしてみるとイルカは近寄ってきてくれたように思います。

子どもの場合どのように初めてのイルカと接するのかというところに少し興味を抱き、またイル

カ介在療法の中でいわゆる発達障害児などはこういった力の抜き具合のようなものを感じ取って

学習していくのかなあとも感じました。またイルカ介在療法の参考書などの中でどのように考え

られているのか少し学ぼうと思います。

また、もうひとつ非常に関心を寄せていた事柄にイルカの調教かおりその点を学べ、とても嬉

しく思いました。イルカの調教も行動理論の応用を行い巧みな技も一っなぎのチェーンで忤られ

ているという方法を分かりやすく解説していただき勉強になりました。ジャンプの方法、高さを

出すための方法などだけでなく、人がイルカに触れることや注射を行う際などとても局所的な行

動についても一つ一つ強化されることにより可能となっているという点て感心しました。

イルカと人間の共生をし、教育に用いていくには様々な苦労がなされていることも知り得まし

た。　しかし、おいどん（アダチ）さんの見つめるイルカヘの目線から本当にこの人はイルカが好き

なんだなあと思いましたし、自分自身イルカの目を見ているとなんともなく愛嬌のある瞳で、イル

カ施設を出るときにはとても寂しくなり、また機会があればイルカと触れ合いたいと思いました。

４）川口智子さんのレポートより

カヤックツアー　カヤックを漕ぎながらマングローブの間を通り、パラオの自然と歴史を体感

した。またロックアイランドの中を歩いて直径３ｍもの石貨を見に行った。日本では博物館に展

示されてしまいそうな歴史的な産物も、パラオではそのままの状態で残されていた。大自然に人

工物のゼロ戦が沈んでいるのを見て、少し恐怖感が襲ってきた。 力゙イドの方もなかなか遭遇しな

いという国鳥（ビーヴ）も見ることができた。その後珊瑚礁が見えるスポットでシュノーケリン

グをし、テレビや図鑑で見るような鮮やかな魚が泳いでいるのを見て気持ちが高ぶった。

感想　 この数日で非日常を体験できたと思う。パラオは日本との繋がりかおり、日本語が通じ

やすい国ではあったが、海外ということで、言葉も英語やパラオ語、日本とは違う気候、風景、

文化を体験して、個人的に縮こまった視野が広がったと感じた。この 匚視野が広がる」という体

験が私としてはとても大切なことだと感じている。小さな物事に意識がとられていたり、固まっ

た考え方に囚われてしまっていると、柔軟性がなくなり、問題や解決法、大事なものを見失って

しまうもので、匚視野が広がる」こと、さらにそこから 匚視点が変わる」ことは、単純なストレ

ス解消だけでなく、各個人が抱える問題の解決を根本的に助けることに繋がっていくこともある

からである。実際、意識はしていなかったが、昔私自身就労していたときはストレスが溜まった

時は、遠くに出掛けてみたり、未体験のことに挑戦してみたりと刺激を求めていたように思う。

気分転換から得るものは多い。

普段 匚○○しなければならない」とか 匚○○でなければならない」といった考えで自分自身を

縛り付けていた事実を実感し、大声を出して笑ったり、不思議な体験を 匚いい、悪い」で判断す

るのでなく、「好き、嫌い」匚気持ちいい、気持ち悪い」といった感覚で体験できたりと、自分に

素直で正直になれた数日間だったので、こういった機会をいただいたことにとても感謝したい。
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５）河越隼人君のレポートより

初日　パラオの病院見学をさせていただいた。そこでは日本人スタッフも数多く働いており、

医療に関することだけでなく、パラオの教育事情などにも携わっていた。パラオはまだまだ発展

途上であり、経済事情などから学校を中退する子どもも多い。日本でみられるような、不登校と

いった問題は無いようである。経済や環境の発展によって生まれてくる精神的な問題というのも

少なくないのであろう。しかし、そういったこととは関係なく、統合失調症などの精神障害を抱

える大はいる。このような大たちを支えるためにも、日本からの支援は重要であろうと感じた。

亡くなった大の安置についても話していただけた。パラオでは亡骸を長期間保存しておくため

に、冷凍する手段をとっているようであったが、これにはかなりの金額がかかるとのことであっ

た。亡骸の防腐処理を行うエンバーミングといった技術は、パラオのような国でも有効に使える

のではないだろうか。

昼食はパラオ前副大統領のサントラさんと会食であった。その中でもパラオの環境保護に対す

る話には心を打たれた。旅行者が増えることで環境が著しく破壊されてしまうこともあるが、旅

行者を受け入れなくては経済が不安定になってしまうこともある。旅行者のモラルを高め、パラ

オの素晴らしい環境を守り続けてほしいと心から願う。

２日目　Dolphins Pacific のOne Day Trainers Ｐｒｏｇｒａｍに参加させていただいた。間近で

イルカに触れるのは初めての体験であったが、今までに径験したことのないような感動を覚えた。

トレーナーの方たちも、イルカのことを一番に考え、心優しい大たちばかりであった。

イルカのトレーニングでは、条件づけの理論が応用されており、心理学と密接な関係にあると

感じた。実際に、よくトレーニングされたイルカの行動を目の当たりにすると、強化による学習

の効果に驚きを隠せなかった。クリッカーゲームも体験させていただけたが、このゲームは人間

の社会技能訓練などにも十分応用のできるものだと感じた。またDolphins Pacific を訪 れ、様々

なことを学ばせていただけたらと思う。

夜はDolphins Pacific で働いている3人の方と食事をご一緒できた。3人のお話を聞かせていた

だくと、それぞれが自分の夢を持っており、かっこいい大たちばかりであった。このような出会

いができたのは、非常に大きな収穫であり、今後もつながりを持っていけたらと思う。

６）澤田幸嗣君のレポートより

今回の研修において自分か非常に興味を持っていたことの１つがドルフィンパシフィックでの

体験である。もともとイルカ介在活動を研究対象として考えていたわけではなかった。　しかし、

自分の周りでイルカ介在活動をテーマにした研究をしていた人が何人かいたこともあったし、そ

れについて話をする機会も割とあったのでここで行われている活動には最初から興味があった。

香川の施設との違いや環境面での違いなど、見てみたいことが多くあった。とはいえ、香川の施

設も数えるほどしか行ったことはなく、活動そのものもビデオで見たことがある程度だったので、

自分自身が体験したいというのが一番だった。

実際に行ってみてまず驚いだのが水の違いだった。囗本の瀬戸内海と比べるほうが開違ってい
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るといわれても仕方ないことなのだが、本当に永がきれいだった。イルカが住む環境である以上

はある程度以上の水深が必要であろうが、それにも関わらず、天気がよければ水底が見えるほど

であった。その水の透明度だけでも十分人の心をつかんでしまうのである。透明度が高い永では、

当然イルカたちの動きをよく見ることができるわけだし、現に自分たちが見学しているときは非

常によく見えた（午後のセッションでは豪雨のせいでほとんど見えなかったが…）。また、特筆

すべきは永だけではない。ロックアイランド独特の環境を利用した施設の設置についてもとても

驚いた。イルカだけでなく、自然環境そのものを体感できる部分も施設の一部のように組み込む

ことで、パラオの自然も同時に体感できたように思う。イルカと触れ合うことによる変化だけが

介在活動ではない、と同期の友人と話しているときに聞いたことがあったが、それも正直に一理

あると感じた。単にイルカと触れ合うなら水族館のステージでもいいのだから。　しかしそうでは

なく、まるでカウンセリングルームのように日常とは隔離された、特別な環境におかれることか

らすでにイルカ介在活動が始まっているのではないだろうか。プログラムだけが体験しに来た方

に影響を与えるわけではなく、その環境すべてが刺激になるのだと感じた。

７）塩野由乃さんのレポートより

４日目　アイランドツアーに参加。また船酔いするんじゃないか（前日のように）という心配

から朝は気持ちが重かった。でも前日早めに寝たかいがあってか、自然を満喫することができた。

ミルキーウェイ、ロングビーチ、ジェリーフィッシュレイク、シュノーケリングとパラオの大自

然を体感でき、昨日の苦い思い出もまあいい経験か…と納得することができたと思う。それぞれ

の場所を移動している開にたくさんの島があったが、どれも不思議な形をしていて見ていて飽き

なかった。珊瑚でできていることや、下が削れているのも特徴的だし、木が生えてこんもりして

いる感じが動物の形に見えたりと、自然が生みだした不思議な形に見入った。ロングビーチでは

潮が引いていきどんどん道が開けていく感じが面白かったし、ジェリーフィッシュレイクではク

ラゲに圧倒された。異様なほどのクラゲの大群に神秘を通り越してしまい、言葉が出ない感じだっ

た。日本では海にクラゲだと刺されるというイメージしがないが、恐いとか気持ち悪いという感

じよりは、なぜこんなにもたくさんのクラゲがここに大量にいるのかということが不思議でなら

なかった。

そして最後のシュノーケリングは本当に楽しかった。海に入った途端足元にはサンゴ、前後左

右には色んな種類の魚が間近に泳いでいて、ずっと泳いでいたい気分だった。魚の方が自分に向

かって泳いでくるなんていうこともなかなかないので、本当に素晴らしかった。

夜はM1 全員でコロール市内にくりだし、買い物をして食事を食べた。みんなそれぞれに疲れ

が見えたが、とても充実した４日だったので話題が尽きず、楽しかった。帰りのタクシーで痛い

目にあったことさえ除けば、最終日は自分を浄化できた最高の一日だった。

８）田中和美さんのレポートより

ドルフィンズパシフィックのイルカツアー　まず、移動の船で圧倒されました。初めて船に乗っ
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で大自然の中をすごいスピードで目的地まで行きました。世界最大の施設にいけて、そしてトレー

ナーを経験できて、すごく感動しました。イルカを見ていて、人間と同じだなと感じました。ほ

めて伸ばす、できることから少しずつ、これは、子どもを育てる上で共通していると思いました。

こんなところで、匚オペラント条件付け」という言葉を耳にしたこともびっくりしました。

私は、実際イルカに拍手をしてもらいました。上手にサインが伝わるのか心配でしたが、私の

サインにきちんと反応してくれてとてもうれしかったでず。今回はとても短い時間でしたが、今

後じっくり勉強してみたいと強く感じました。

カヤックツアー　当初にはないプランでしたが、カヤックツアーに参加してみての感想は、参

加してよかったと思いました。パラオの大自然を目の当たりにして、感動しっぱなしでした。午

前中、カヤックに乗ってマングローブを見たり、ゼロ戦を見たり、大自然の中で、めったに見え

ないという国鳥が見えたりと、とても貴重な体験をしました。また、午後からは、ストーンマネー

を実際に見たり、最後には、珊瑚礁の中でのシュノーケリングを体験しました。こんな自然を実

際に目にすることができたことに感動しました。

ロングビーチ　潮が引けたら島と島がつながるというロングビーチに行きました。残念ながら

実際にみることはできませんでしたが、こんな魅力的な自然が多いパラオはすごいと思いました。

この自然が守られ、多くの人を魅了するパラオに改めて感動しました。

パラオ合宿を終えて　パラオの大自然で丸４日間を過ごして、慌しい生活から開放され、とて

も廁されました。こんな貴重な体験をさせていただいたことに対し深く感謝します。

私かパラオの町の人々を見ていて感じたことの中に、匚笑顔」が素敵だということがありまし

た。にこっとすれば、にこっと返してくれて、手を振ったら笑顔で手を振ってくれて、とてもう

れしい気持ちになりました。日本では、最近なかなか見れない光景だなとおもいました。笑顔は、

人を幸せにするものだということを感じました。

パラオの大自然が、この先ずっと残され、多くの人を魅了 して欲しいと思います。今回、初め

てパラオに行って本当に良かったと思いました。一生の思い出になることは間違いありません。

本当に多くの貴重な体験ができてよかったと思います。機会があればもう一度パラオに行きたい

と思える国でした。

９）牧野祥子さんのレポートより

ドルフィンパシフィックにて一日トレーナー体験　 クリッカーゲームでは動物役を体験したが、

思っていた以上に言語を使えないことの難しさを痛感した。思わず 匚こうかな？」と相手の望ん

でいる行動を確かめたくなった。特に、２つの行動を同時に形成させるプロセスが難しく感じた。

私自身も足と手を同時に動かしたので、どっちの行動に強化されているのかわからず、ひたすら

どっちも動かしていた。おいどんさんが言っていたように、２つの行動を組み合わせる場合、ま

ず一つの行動に対して強化づけを行い、形成された後、もう一つの行動を強化することが大事で

ある。非言語で教える際には、まずは一つずつ提示していくことが重要であることがわかった。
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ジェリーフィッシュレイク、ダイビング　　 ジェリーフィッシュレイクでは、１・２匹が見え

たときには綺麗だと思ったが、どんどん増えていき、何もしなくても体に触れるぐらいになった

ときには少し気味が悪かった。慣れるまでは触れるたびに思わず悲鳴を上げてしまった。クラゲ

がふわふわ浮いている中に人開か入ってきて、クラゲは騒がしいと思っているんじゃないかな？

とふと思った。そう思ってからは、クラゲとちょっと仲良くなろうと思い、手で少し触れてみた

り一緒にふわふわ浮いてみたりした。そうするとちょっと可愛く思えた。

最後のダイビングでは、本当に水が澄んでいて綺麗だった。さらに、ナポレオンもみることが

できて、どんどん潜りたいと思うようになっていった。　４囗までは救命胴衣をはずしたことがな

かったが、あまりの綺麗さに思わず潜り方を教わって潜ってみたいと思うようになった。それま

では潜ることに怖さを感じていたが、そのうち怖さよりも、魚や珊瑚礁を近くでみたいという気

持ちの方が強くなっていた。私の中では、パラオに来て一番のアドベンチャーだったように思う。

潜ってみると、水面からみている景色とはまた違った景色が広がっていて、空の色や魚の色も全

然違ってみえた。時間も忘れてひたすら潜っていた。その後もしばらく余韻に浸っていて、飛行

機に乗っていても海の中にいるときのように揺られている気分だった。
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